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の で tt…縫 で あ るが ・ジ ニ Fp フ
ェ ・ y ル で は鵬 を うけ ， 體節 ・ 喬索 を 全 く缺くもの ， 脊索の 一部を蝕 く

か 或は發蓮 の わ るい もの な どが 見 られ た 。 　　　　　　　　　　
’

　（問） dinitrophenolに 關す る研究 は非當に 重 要 と思 うが ， そ の 實驗 の 際給興胚 の 行動は 如何 。又 dinitte−

phenol の 特殊的惹義 に つ い て itaN何 な る お考え か 。 （山田鴬雄）　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　（答） 給與胚の 行動は 逍求 して な い 。 4initrophenolの み が 脊索を缺除 す る こ とか ら脊索形成 と 矯酸代謝
が 特異的 に關係 す る の で は ない か と考 え る 。 （内田）　　，　　　　　　　　

「

　（問｝ t
’
ニ ト V フ エ ノ ール に よ つ て誘導能力は顯著 に お さえ られ るか 。 脊索前板 と ， 脊索部 と は 同藥品

に 對 す る特異的 な 反 應を示す の で 儂 な か ろ 勤 ・
。 OILL泉｝

俗 ） 購 な阻害作用 が ある 。 ジニ F ・＝ フ i ノ ー・レは 恐 ら く脊索 の よ 5蝌 性器官の 分化 に 影響を歟 る

で あ ろ 5 。 （内田）

　　　　　　　　　カ エ ル 皮 膚 の ATP 廊 e 作 用 藤井隆 ・大西孝之（東大 ・理 ・動》

　 ｝・ノ サ マ ガ エ ル の 腹側の 白色皮膚 ほ 弸い 誘導作用を 示 す が ，’背側 の 黒色皮属 は 多 くの 場合表皮性肥厚を起
す の みであ る 。 こ の よ 5な 作用を 示す腹皮の 蛋白質を水r’抽出す る

．
と， そ の 蛋白質は 張 い ATPase 作用を

有し ，背皮 の それ の 2 倍あ植を示 した 。 夊 ，腹皮 で は フ t ス フ ァ タ ーゼ の 作用 も背皮に 比 しは るか に 高 い （酸

性 ア ル カ 孵 共 ）・ こ の 妨 糠 實は ， 1腹皮で ほ背灘 比 して ， 呼 吸及び 解欟 こ於 Frる蹴 素 と共軛的 tg

．起る 燻酸 の 動 きが は るか に 活竣 で ，そ の 結果生 じ た ATP が 更 に 分 解 して 何 らか の 譏能を營ん で い る こ と を

示す 。腹皮 の オ 几 ガ ナ 鴫ザー作用 も ， 少 く と もその 1 部は こ の ATPase の 作用に 歸 せ し め 得 る こ とが 想像

され る 。 何 となれば ・發生過程な か ん ず く細胞 の 分化 の エ ネ ル ギーが ATP に 依存 し て い る事 は 既に 明ら か

に され つ つ ある か らで あ る 。

　1問 ）、ATP 　ase と
’
glycerophosphatase （酸 性及 び ア ル カ リ性） と の 代謝の 關蓮 性 を どの よ 弓に考 え ら

れ る か 。 （直良博人）

　 （答） 關係ほ 不明 ， 又簡單 に い え ない 。 （藤井）

　　　　　　　　　　申 間 中 胚 葉 の 發 生 能 朝山新一
（大阪市 大 ・理 工 ・生物）　 　 　

b

　イ モ リの 胚 發生期 31 に その 中間中胚葉 を除去す る と手術 し た駸側 の 中腎 ， 性欒 ， 脂肪饐 の 缺失 を もた ら

す 。 こ れ を同
一期他胚 の 正 常お よび 體側 ， 腹側方，腹正 中線位置 に移植 した結果，中腎化分 の率は 正 常位 置に

お い て 最 も高 く腹側 に 移 る に 從い 低卞す る こ と ， 生殖堤
・姓巣原體の 形歳は 移植 片が 本來 の 位 置 に位 置 した

塲 合に 限 られ る こ と を見 出し次 の 結論 を え た 。 （1）發生期 3正 の 中間申胚葉は 中腎紹織と生殖系組織 に發蓮

実る發 生 能を も つ bS各豫定組織に つ き モ ザイ ッ ク に決定され て い ち の で な く組織分化 は 發生 の 進行 に 伸 う特

殊組織熨 竜の 發達 に よ り實 現 され る。（2）胚惺後孚 の 鼇壁背腹方向に發生能 を支配す る グ レ デ イ エ ソ トの 存
在 が 推 定 され る ・ （3） イ モ リ の 性細脚 ま他組織の 分化 lt先立ち胚x ｛liの 極初期 こ分離保存され る 壱の で な ぐ
更 に 後 の 發生期 に中聞中胚葉 の 蛩生能 と組織猿境 の 相 互 干 渉 の 結 果と し て 中聞中胚葉 の 細胞か ら分 化す る 。

　（問 ） gonad を 生 ずる の は物 理 的か 化學的か 決定す る 何か よい もの が 見 られ る か 。 （犬飼哲 夫）

　（答） gonad が 形 威 〜睾れ る の に は ， い わゆ る primordial 　germ 　cell 及 び 聞充細胞 が 櫨 中 に 突出す る こ

と が 必 要 で ， こ れは 物理約な條件 と い え よ 5Pt同時 に始原牲細胞と よ ばれ る翻胞の 示す特殊 な形態は 化 學的

な もの で 裹打 ち され て い る 。

’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．

　（問 ） gonad の 彦成沸 mesonephros の 刺戟の 下 に 内胚葉起源 の 細胞に よ る とす る 考 は 完窟 に 否定す る

事 が 出來 る か D （山田常唯）　　　　 、　　　　　
』
　
’
　　　．　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　

P

　（答） gonad の 正 常發生 の 組織學的觀察 か ら ， 内胚葉ht關係 し て い る と ほ 信 じ られ な い 。 内胚葉を除去

ナ る實驗 もした が ，胚 が gonad の 分化を嶮討す る ま で 生 きの び ない の で失敗 し た 。

　（問） 切 り出 した材親 を紳經胚 の 表皮で 包む とい う實驗 ほ行われ たか 。 冬な ら成功す るか と思われ るが 1
（佐藤忠雄）
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h
　（答） 試みた こ とが あ る が ， 生殖系組錨の 分化を 確 め る に は 少 く と も 3 邇間培 養 す る 必eSbSあ る の で ，そ

れ ま で 生 きの び る もの が な く績果を確 め る こ と が で きな な つ た o 　　　　　　　　　　　　　　 ，

L

　　　　　　　　　　 イモ リの 尾寳期肢原基の 外 植賢蟄　天野宏 （同志輓大 ・歡蟇i》　　　　　
’

　C ．E．　Wilde （
’50）が A ηη α4ロ

勿
，2 の 尾蕾期 の 肢芽を 外植 し ， 苧

tage 　4M5 に お い て は じめ て 形 態的

に 完 全 に 分 化 した 肢を得 た と報告 し て い る 。 私1ま 1949 年 か ら
’50 年に か け て

，
stag826 の 肢板 ， 及び こ

れ を申心 ≒して 前 ， 後 ， 背 の 3 方向 の 肢板外部 の 纖 を 含む 4種類の 外植片 を Holtfreter液で培養 した結

果 ，肢 板 ＋ 背部 紐織 の 場合 ，他 の 場合 に お い て 12得 られな か つ た形態的 に 完全に分化 し た肢を生存 21 個體 、

中 5 個體 ， 未分化肢を 12 個體得た 。 更 に こ の 背部組織 （筋節の 腹部，前腎部） の み を單獨 に 培養す る と ，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 f

生存 23 個饐中分化肢 14 個饐 （Pt　6 個體は 2本肢 ｝宋分 化肢 6 個饅を 得 た 。こ の 背部組織 1ま Swett ｛
’41）

の い 5肢再 生 材料 の あ る厨で あ る し．肢板の み の 外 植で は分化 し ない 肢D：， こ の 識 を加 え る こ と に
’
＊つ て ・

生 じ ， 又 こ の 部位 の み で も肢を分化す る こ と等 よ り考 ＊，こ の 肢 原基背部組織 の 肢鼓生 に勢す る 効果が 注 目

され る D
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 し

　（問） 分化 の 標孕 と し て は 指の 出來方を と られた も の と 思 うが 卿何 。 も し そ うな ら背部組織ほ肢 の dis臧 ．
な部分 の 完放 に 必要 とい 5 こ とに な りは し ない か 。 （丘 英 通）

　（答 ） extremity と girdle と の 關係が 何時も李行蝸に い つ たの で ， 肢 の 發生 に つ い て は extrerriity だけ

を 注 目 し て い る 。 又 stage 　26 の 時 の 1恤 b　bud だ け の eXPIant で は 内部に girdle の 分化の な い 個鎧が あ

るの で背部組織は何か こ の 分化に關係ある よ 5に考え る 。

　（問） 豊節下端 の 材料が正常發生で肢原基 の 附迸 に 來 るの で，或はそれが一種 の 發生刺戟 と な る の ではな

い か 。 （山田 常堆）

　（答） 明らか に饐節り 下 端は 外樒した農に つ い て は そ の 材薪に つ か われ て い るが ， それ が 正 常の 場合に肢　　　、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

の 發生輌戟 とな つ て い るか 否 か に つ い て は更 に 買驗 を遘め て 見た い 。

　　　　　　　プ ラ ナ リア の 再生特 に Head −Frequency 、に 戲て 　手代木渉（弘前大・理 ・生 ）

　 1）tlgesia 　gonocePhala を使い 二 三 の 藥品庭理 に よ り head ・frequettcy に 就 て 觀察 し た 。
15 切 りの 時 は 中

央部 に biaxial　head　 hr多 く ， 1．5　％ ，
　 LiCl で 短時聞と 0．01

，
0．005 ％ で 48 時間處理 は 再生 を抑制 し ．

4

切 りの 長い 切片に もか N わ らS’　biaxial　head 。 r　・eve ・sal 　 head　Yt：Wt尾ms生 じた 。 長 L・ee片 に 此等 の 生 じ
s

た 事 は注目に 贋す る 。 又其等は 申央部に 多い 。 1911 年 に Child は head・frequency を metabolic 　gradient

で 謖明 して い る が 既 の 解釋 に 從えば LiCl の 爲の 爾頭は 前端 が 特 に麹制 を受け て 兩端 に 差が な くな つ た爲で

あ り・P・ 1・・i・y の 轉擲 揃 聯 ・更 に 彊 く癇 され 皿 … b・ li・ gr ・di・・t の 轍 とS え られ る が然し之等の峰
件に よ つ て 起 る原因は 既れ で は 明で な い

。NaSCN ほ 再生 を促邏 し ， 再生度 の 高 い 部位 は特に促進 は し な い 。

此等 礪 事 は ウニ の 卵 で LiCl と NaSCN ‘ま全 く拮抗的作用が ある と云 われ て い る苺 と關聯性が あ るよ 5に

考 え て い る e15 ％ ，　 MgClt は 再 生 を 抑制 し．1923 年 の P．　 Petkoffと MethOdipOPoff の 促進す る とiik　5
報 告 を 私は 否定ず る 感の で あ る 。

　（問） A と C の 部分 の 破片 を B や D に 移植す る實驗を や る と 輿 味あ る結果 が 出 るの で は ない か 。 （梅谷

與七 郎》

　（答 ） B と D に 窓をあけ て ，A と C を移植すれば 興味あ る結果 が 出 るの で は ない か と 思 う。 尚 H ．　 V ．

Bronsted が現在1や りつ s ある o

　｛問 ）　（1） 實 驗 を 行 つ た 時 期 は い つ か ，　 （2）使用した瓸 は 何 か 。 （御船茂久 ）

　（答 ）

」
（1）9 月 30 日〜10 月 21 日 （LiCl の 場合），　 （2）Dttgesia　gonocephaJa

　 （問） プ ラ ナ リヤ は 有性個體 と無性個饐 とを別 々 に馬い た か 。 （八 廉寛二 ）

　 （答 ） 仙台附近の D ．　gonOcophala で は 全 く無性生殖 の み で 有性生殖は見 られ な か つ た e

　（問） （1）頭部 切飭 だけ の もの で も LiCl に よ る極性の 逆韓を見 て い るが ，
　Child の 勾配説 か ら これ を解
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